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湯沢・雄勝地域の蘇苔類相

MossfloraoftheOgachiareainAkitaPref.,Japan
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Iまえがき

湯沢・雄勝地域は，秋田県の南東に位置し，神室山

塊に源を発する役内川や皆瀬川，奥羽山脈の栗駒山に

流れを発する成瀬川の流域である。内陸地形ではある

が山岳地形のため，冬期は低温になるが夏期はそれほ

ど高温にならない。また，昭和62年度の最新積雪は湯

沢市で127cmもあり，県内では多雪地帯である。

標高1,000m位から亜高山性植物群落が成立し，尾

根筋にはハイマツ群落や亜高山性低木林が発達し，そ

れらの間にモザイク状に雪田群落が点在している。亜

高山性針葉樹林の発達は特に悪く，アオモリトドマツ

群落が栗駒山にわずか見られるのみである。

標高1,000m以下では，全地域がブナ帯と考えられ

るが，開発が進みスギ人工林やカラマツ人工林が標高

900m位まで見られ，その中にミズナラ林やコナラ林，

アカマツ林などの2次林が形成されている。また，渓

谷にはタニウツギーヒメヤシャプシ群落やケヤキ林や

00

０
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00

図1秋田県平均気温(℃）

平成元年8月秋田県気象月報より

図2秋田県降水量(mm)

平成元年8月秋田県気象月報より
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類相について報告する。

なお，標本の同定にあたっては故井上浩博士，鈴木

兵二博士，安藤安次博士，水谷正美博士のご指導を得

たのでここに記して深く感謝の意を表します。また，

現地調査に同行してくれた藤原陸夫氏，川口洋治氏，

後藤識雄氏，高田順氏，堀井雄治郎氏ならびに標本を

提供下さった松山忠氏に謝意を表します。

サワグルミ林などが見られる。

高等植物の分布については環境庁の「特定植物群落

調査報告｣(1988)や「雄勝地方の植物誌｣(1982)があ

り，局所的には「泥湯･川原毛地熱発電調査報告｣(1976)

や「羽後町五輪坂調査報告書｣(1979）などがあるが，

蘇苔類については，まだ十分な調査が行われていない。

このたび，この地域について数回の調査の機会を得た

ので，いままでの資料とともに湯沢・雄勝地域の蘇苔

１
１
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６
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．
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ｔ
２Ⅱ蘇苔類相概要

A)亜高山植物群落帯

火山性の大きな岩喋には，ミネズオウやコメバツガ

ザクラなど小数の高等植物しか生育しないが，チズゴ

ケなどの地衣類と共に蘇類のクロゴケ，シモフリゴケ，

苔類のサンゴサキジロゴケ，タカネミゾゴケが一般的

である。苔類のヒメサキジロゴケは，県内では初めて

の記録であり，鮮類のタカネスギゴケは駒ヶ岳につぐ

2番目の記録である。

ハイマツ帯には，地衣類のエイランタイやハナゴケ

類と共にシモフリゴケ，イワダレゴケ，タチハイゴケ，

コセイタカスギゴケ，チシマシッポゴケ，ダチョウゴ

ケなどが大きな群落を作り，時にはホソバミズゴケな

ども見られる。また，ハイマツの樹幹にはキヒシャク

ゴケやコヒシャクゴケなどが群落を形成している。タ

カネシケリゴケは，県内ではここが唯一の産地である。

雪田植物群落には，オオミズゴケ，イボミズゴケ，

ワタミズゴケ，ウマスギゴケなどが見られ，それらに

着生してオタルヤバネゴケなどが見られる。

硫気荒原は火山性ガスのために，地衣のハナゴケ類

やイオウゴケ，ヤグラゴケが多く，高等植物も限られ

た種類しか生育しないが，蘇苔類も種数は少ない。県

内でもっとも一般的なチャツボミゴケがこの地域でも

低地から高地まで見られるほか，クチキゴケ，ヤマコ

スギゴケ，キンシゴケなどがある。

B)ブナ林

ブナ林の範囲は広く，環境要因は多岐にわたるが，

ブナの樹に着生する種類はチャボスゴケ，カギカモジ

ゴケ，タカネカモジゴケ，カラフトキンモウゴヶ，ツ

ボチョウチンゴケ，ヤマトヒラゴケ，トラノォゴヶ，

エダウロコゴケモドキ，ナガヒツジゴケ，ギボウシゴ

ケモドキ，コマノキヌイトゴケ，エゾイトゴケ，アオ

シノブゴケ，アソシノブゴケ，ムクムクゴケ，チャボ

マッバウロコゴケ，チヂミカヤゴケ，ホラゴケモドキ，

カラヤスデゴケ，ヤマトフタマタゴケなどが多い。

コナラの樹には，タカネカモジゴケ，カラヤスデゴ

ケなどで，ミズナラの樹には，ヤマトヒラゴケ，カラ

フトキンモウゴケ，エダウロコケケモドキ，ケクラマ

ゴケモドキなどがあり，トチの樹には，エゾイトゴケ，

ミヤマハリゴケ，ヤマトヒラゴケ，ニスビキカヤゴケ，

ケクラマゴケモドキなどがあり，ケヤキの樹には，ヒ

メトサカゴケ，アオシノブゴケ，アカイチイゴケなど

が見られる。

秋田県ではこの地域にしか見られないサラサドウダ

ン（ツツジ科）にはイトハイゴケが着生している。

C)その他

この地域には特殊な環境があり，それぞれに独特の

蘇苔類植物群落が見られる。まず，東成瀬村の平松岳

は標高600mの高さでブナ林の中にハイマツ群落があ

る。その付近は風穴状態で，高山性のイワダレゴケや

タチハイゴケもあるが，スギゴケの純群落が珍しい。

栗駒山の山麓の須川湖付近の泥炭地も酸性の沢水に

保護され，高さ2mに及ぶ泥炭層が維持されている。

湿原を彩るワタスケやツルコケモモ，モウセンゴケな

どは，オオミズゴケ，イボミズゴケ，サンカクミズゴ

ケ，ワタミズゴケなどにより保水されている。さらに，

その下流の池には，ウカミカマゴケ，チャツボミゴケ

が沈水蘇苔類群落を形成している。

また，皆瀬村の苔沼も標高わずか540mにもかかわ

らず，イボミズゴケを主体にした高層湿原を形成し，

県内では珍しいヒオウギアヤメ，ホロムイソウ，ワタ

スケなどの生育を助けている。

湯沢市の糸倉風穴（標高240m)には，ベニパナイ

」
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全形腹而
0．1mm

腹葉
0．1mm

1mm葉の腹面

図4Nipponolejeuneasubalpina(Hork.)Halt.

タカネシケリゴケNQ688

図3ScapaniaciliataLac.ウニバヒシャクゴケ

No.5850

チヤクソウやアスヒカズラなどの高山性植物と共にス

ギゴケ，カギヤノネゴケ，マルバコイゴケモドキなど

が見られる。〆
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～須川湖．泥炭地～岩手県一関市栗駒山

15羽後町尼沢堤

28皆瀬村苔沼～湯沢市つぶ沼

24束成瀬村下鉢山

25束成瀬村唐松沢

24皆瀬村大滝沢

15束成瀬村合又沢

16束成瀬村平松岳

17束成瀬村トクサ沢

22束成瀬村須川温泉

～須川湖～皆瀬村田代沼

13雄勝町秋の宮大役内川

20雄勝町秋の宮湯の又

20湯沢市愛宕神社～湯沢城

21湯沢市糸倉風穴
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Ⅳ酵苔類目録

今回の調査により，蘇類27科123種，苔類21科54種，合

計48科177種の蘇苔類植物が確認された。

MUSCI 蘇綱

Sphagunaceaeミズゴケ科

SphagnumamblyphyllumRuss.アオモリミズゴケ

栗駒山1060mNo.2556;田代沼720mNo.1269;

SphagnumapiculatumLindb.サンカクミズゴケ

栗駒山1200mNa71;栗駒山1060mNo.2552;

須川湖1060mNo.7690;

SphagnumcapiUaceum(Weiss)Schrankスギバミズゴケ

栗駒山1200mNo.67:

SphagnumfimbriatumWils.ヒメミズゴケ

栗駒山1160mNo.64;川原毛580mNo.1986;

刈女木520mNo.747;

SphagnumgirgensohniiRuss.ホソパミズゴケ

川原毛580mNal982;栗駒山1200mNo.86;

SphagnummicroporumWamst.exCard.コアナミズゴケ

苔沼530mNo.10089;刈女木300mNo.231;

SphagnumpapillosumLindb.イボミズゴケ

苔沼560mNo.4544;栗駒山1200mNa72;

栗駒山1200mNa2554;須川湖1060mNo.7691;

SphagnumpalustreL.オオミズゴケ

栗駒山1200mNo.97;刈女木540mNa746;

苔沼580mNo.1490;泥炭地1060mNo.2565;

SphagnumsquarrosumCromeウロコミズゴケ

苔沼560mNa4546;刈女木540mNo735：

板戸沼460mNo.1268;栗駒山1200mNo.1267;

SphagnumsubobesumWarnst.シタミズゴケ

尼沢320mNo.3846;刈女木540mNo.749;

SphagnumtenellumPersonワタミズゴケ

栗駒山260mNo.69;

Sphagnumteres(Schimp.)Angst.ホソミズゴケ

刈女木540mNo.1481;

Buxbaumiaceaeキセルゴケ科

DiphyciumfulvifoliumMitt.

大滝沢400mNo.5545;

イクビゴケ

Polytrichaceaeスギゴケ科

Atrichumundulatum(Hedw.)P・Beauv.タチゴケ

糸倉風穴260mNal0145;下鉢山600mNo.5349;

大滝沢460mNo.5532:下岱435mNo.,2456^

大役内川420mNo.9405;トクサ沢660mNo.5880;

Bartramiopsislescurii(James)Kindb.フウリンゴケ

栗駒山1300mNo.2571;

OligotrichumaligerumMitt.ノ、グルマゴケ

栗駒山1520mNo.2580;

Oligotrichumhereynicum(Hedw.)Lam.etCand,

フナバノ、グルマゴケ

川原毛760mNo.2000;

PogonatumalpinumRoehl.ミヤマスギゴケ

トクサ沢500mNo.5940;

Pogonatumcontortum(Brid.)Lesq.コセイタカスギゴケ

栗駒山1600mNa218;小安岳760mNo.2025:

トクサ沢680m5848;

Pogonatuminflexum(Lindb.)Lac.コスギゴケ

螺沼540mNo.4562;

PogonatumjaponicumSuul.etLesq.セイタカスギゴケ

小安岳760mNa2026;高松岳1300mNo.206;

トクサ沢600mNa5953;下鉢山615mNo.5338;

Pogonatumneeesii(C.Muell.)Dozyヒメスギゴケ

泥湯750mNo.1994;

PogonatumotaruenseBesch.チャボスギゴケ

栗駒山1580mNo.258;トクサ沢660mNo.5877;

Pogonatumurnigerum(Hedw.)P.Beauv.ヤマコスギゴケ

下鉢山520mNq5357;

Polytrichastrumohioense(Ren.etCard.)G.L.Smith.

エゾスギゴケ

愛宕神社120mNa9818;

PolytrichumcommuneL.exHedw.ウマスギゴヶ

栗駒山1060mNo.2564;

PolytrichumiuniperinumWilld・exHedw.スギゴケ

糸倉風穴240mNo.9884;栗駒山1300mNo.2572;

Polytrichumsphaerothecium(Besch.)C.Muell.
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Andreaeaceaeクロゴケ科

AndreaearupestrisHedw.var.fauriei(Besch.)Tak.

クロゴケ

栗駒山1620mNo.2573: 母
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タカネスギゴケ 平松岳960mNo.5934;

DicranummaiusTurn.チシマシッポゴケ

栗駒山1400mNo.296;

DicranumnipponenseBesch.オオシッポゴケ

大役内川420mNo.9411;

DicranumsetifoliumCard.ケシッポゴケ

栗駒山1550mNo.286;

Dicranumviride(Sull.etLesq.)Lindb.

var.hakkodense(Besch.)Tak.タカネカモジゴケ

椿Jlj600mNo.10138;糸倉風穴240mNo.9887;

トクサ沢540mNo.5830:大役内川420mNo,9474;

山伏岳1280mNo.2065;栗駒山1600mNo.252:

平松岳950mNo.5911;

栗駒山1200mNo-7621

Fissidentaceaeホウオウゴケ科

FissidenscristataWils.exMitt.トサカホウオウゴケ

椿川600mNo.10121;大滝沢460mNo.5535;

大役内川530mNo.9381;湯の又560mNo.9649;

FissidensperdecurrensBesch.ミヤマホウオウゴケ

椿川600mNo.10120;湯沢城120mNo.9876;

愛宕神社120mNo.9817;泥湯580mNo.1996;

大役内川420mNo.9403;トクサ沢660mNa5881;
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Ditrichaceaeキンシゴケ科

Ditrichumheteromallum(Hedw.)Britt.キンシゴケモドキ

川原毛760mNo.2001;

Ditrichumpallidum(Hedw.)Ham産キンシゴケ

栗駒山1580mNo.2591;小安大湯370mNo.10086:

Leucobryaceaeシラガゴケ科

LeucobryumneilgherrenseC.Muell.ホソバオキナゴケ

椿川600mNo.10119;愛宕神社120mNo.9815;

小安大湯370mNo.2509;大滝沢400mNo.5543;

田代沼720mNo.7714;川原毛650mNo.1991;

小安岳760mNo.2027;

Bryoxiphiaceaeエビゴケ科

Bryoxiphiumnorvegicum(Brid.)Mitt.

subsq.japonicum(Berggr.)LoveetLove

椿川600mNo.10117;

秋の宮湯の又520mNo.9637I

エビゴケ

Pottiaceaeセンボンゴケ科

Barbulaindica(Hook.)Spreng.

泥湯750mNo.1993;

Dicranaceaeシッポゴケ科

Dicranellaheteromalla(Hedw.)Schimp.ススキゴケ

栗駒山No.294;

DicranellapalustrisCrundw.exWarb.

ヒロハノススキゴケ

刈女木540mNa235；湯沢下岱430mNa2465;

合又沢540mNa5931;

Dicranolomacylindrothecium(Mitt.)Sak.

ミヤマシッポゴケ

秋の宮420mNo.9410;

DicranumcaesiumMitt.アオシッポゴケ

平松岳960mNo.5981;

DicranumfuscensTurn.チャシッポゴケ

大役内川420mNo.9475;下鉢山855mNo5333;

栗駒山1580mNo.2589:湯の又540mNo.9655:

DicranumhamulosumMitt.カギカモジゴケ

平松岳950mNo.5896;

DicranumjaponicumMitt.シッポゴヶ

栗駒山1500mNo.247;糸倉風穴240mNo.9871;

下鉢山615mNo.5339;小安大場370mNo.2506;

HI原毛650mNo.1983;トクサ沢480mNo.5794;

Grimmiaceaeギボウシゴケ科

Rhacomitriumcanescens(Hedw.)Brid.スナゴケ

栗駒山1560mNo.300;秋の宮420mNo.9378;

小安岳760mNa2028;湯の又520mNo.9615;

Rhacomitnumcanescens(Hedw.)Brid.

var.ericoides(Hedw.)Hampe.ハイスナゴケ

螺沼540mNo.4556;栗駒山1620mNo.300;

Rhacomitriumfasciculare(Hedw.)Brid・ミヤマスナゴケ

栗駒山1620mNo.2576;山伏岳1280mNo.2066;

Rhacomitriumlanuginosum(Hedw.)Brid.シモフリゴケ

栗駒山1600mNo.284;

Rhacomitriumheterostichum(Hedw.)Brid.

クロカワキゴケ

栗駒山1100mNo､280;栗駒山1620mNo.2577;

Bryaceaeカサゴヶ科

BryumparadoxumSchwaegr.ヤマノ、リガネゴケ

川原毛760mNo.2016;

Bryumpseudo-triquetrum(Hedw.)Gaertn.

オオノ、リガネゴケ
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Climaciaceaeコウヤノマンネングサ科

Climaciumdendroides(Hedw.)Web.etMohr・フロウソウ

愛宕神社120mNo.9820;大役内川420mNa9394;

刈女木540mNo.235;

Pohliacamptotrachela(Ren.etCard.)Broth.
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Neckeraceaeヒラゴヶ科

HomaliajaponicaBesch.

大役内川420mNo.9476;須川湖

田代沼720mNo.7703;湯の又

Thamnobryumsandei(Besch.)Iwats.

愛宕神社120mNo.9814;湯の又

Mniaceaeチョウチンゴケ科

MniumhornumHedw.オオヤマチョウチンゴケ

トクサ沢600mNo5770;

MniumlaevinerveCard.ナメリチョウチンゴケ

椿川600mNo.10128;トクサ沢600mNo5955;

Piagiomniumcuspidatum(Hedw.)Kop.

ツボチョウチンゴケ

愛宕神社120mNo.9825;椿川600mN0IOI26;

湯の又540mNo.9656;小安岳840mNo.2461;

Piagiomniummaximoviczii(Lindb.)Kop.

ツルチョウチンゴケ

大役内川.420mNo9416iトクサ沢600mNo.5839;

Piagiomniumvesicatum(Besch.)Kop.

オオバチョウチンゴヶ

栗駒山1200mNo.290;トクサ沢540mNo5828;

Rhizomniumnudum(Britt.etWilliams)Kop.

．ケナシチョウチンゴケ

糸倉風穴240mNo.9895;

RhizomniumpersoniiKop.セイタカチョウチンゴケ

須川湖1040mNo､2536;

Trachycistisflagellaris(Sull.etLesq.)Lindb.

エゾチョウチンゴケ

大役内川420mNa9404:トクサ沢950mNo5900;

Trachycistismicrophylla(Doz.etMolk.)Lindb.

コバノチョウチンゴケ

トクサ沢600mNa5837;

Trachycistisussuriense(Maock・etRegel)T.Kop.

ユガミチョウチンゴケ

下鉢山600mNa5344;トクサ沢660mNo5998;

ヤマトヒラゴケ

1040mNo.2535;

560mNo.9625;

オオトラノオゴケ

560mNo.9652；

Lembophyllaceaeトラノオゴケ科

Dolichomitracymbifolia(Lindb.)Broth.トラノオゴケ

下鉢山600mNo.5346;

IsotheciumsubdiversiformeBroth.ヒメコクサゴケ

泥湯580mNo.1999;

Hypopterygiaceaeクジャクゴケ科

HypopterygiumfaurieiBesch.クジャクゴケ

トクサ沢480mNo.5928;

Theliaceaeヒケゴケ科

Fauriellatenuis(Mitt.)Card．エダウロコゴケモドキ

須川湖1040mNo.2541;下鉢山615mNo.5340;

椿川600mNo.10135;田代沼720mNo.7698;

トクサ沢680mNo.5869;

MyurellatennerimaLindb．トガリカイガラゴケ

トクサ沢240mNo.5961;
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Leskeaceaeウスグロゴケ科

Rigodiadelphusrobustus(Lindb.Nog.

平松岳950mNo.5912;

PseudoleskeopsisjaponicaIwats.

トクサ沢600mNo.5838;

キツネゴケ

アサイトゴケ

Bartramiaceaeタマゴケ科

BartramiapomiformisHedw.var.elongataTurn,

Thuidiaceaeシノブゴケ科

AnomodongiraldiiC.Muell.オオギボウシゴケモドキ

トクサ沢240mNo.5869;

Anomodonminor(Hedw.)Lindb.

subsp.integerrimus(Mitt.)Iwats.ギボウシゴケモドキ

小安岳800mNo.2037;

Anomodonrugelii(C.Muell.)Keissl.エゾイトゴケ

小安岳800mNo.2039;トクサ沢240mNo.5964;

AnomodonthraustuaC.Muell.コマノキヌイトゴケ

須川湖1040mNo.3629;
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タマゴケ

椿川600mNo.10125;

PhilonotisfalcataMitt.

大役内川530mNo.9390;

カマサワゴケ

Orthotrichaceaeタチヒダゴケ科

Ulotacrispa(Hedw.)Brid.カラフトキンモウゴケ

椿川600mNo.10134;小安岳800mNo.10152;
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Brachyeciaceaeアオゴヌゴケ科

Brachytheciumbuchananii(Hook.)Jaeg.ナガヒツジゴケ

栗駒山1100mNo.278;糸倉風穴240mNo.9883;

大滝沢460mNa5531;小安岳800mNo.2038;

BrachytheciumcoreanumCard.コマノヒッジゴヶ

栗駒山1400mNo.295;

Brachytheciumplumosum(Hedw.)B.S.G.

ハネヒツジゴケ

小安岳800mNo.10151;

Brachytheciumpopuleum(Hedw.)B.S.G.アォギヌゴヶ

愛宕神社120mNo.9823;

BrachytheciumuncinifoliumBroth,etPar.

カギヤノネゴケ

糸倉風穴240mNo,9879:

Myurocladamaximowiczii(Borsze.)StreereetSchof.

ネズミノオゴケ

大役内川530mNo.9380;トクサ沢240mNo.5970;

Palamocladiummacrostegium(Sull・etLesq.)

Iwats.etTak.ホソヒダゴケ

大役内川420mNo.9408;

Stokesiellaarbuscula(Broth.)Robimsキブリナギゴケ

唐松沢630mNo.5336;大滝沢460mNa5534;

Anomodonviticulosus(Hedw.)Hook・etTayl.

キスジキヌイトゴヶ

大役内川530mNo.9386;

Boulayamittenii(Broth.)Card.チャボスズゴケ

椿川600mNal0133;トクサ沢600mNo.5803;

Claopodiumcrispifolium(Hook.)Ren.etCard.

ミヤマノ、リゴヶ

秋の宮420mNa9387;

Hylocomiopsisovicarpa(Besch.)Card.ヒナトラノオゴケ

栗駒山1040mNo.2537;

Miyabeafruticella(Mitt.)Broth.ミヤベゴケ

小安岳800mNo.10153;

ThuidiumcymbifoliumDoz.etMolk.ヒメシノプゴヶ

トクサ沢600mNo5789;小安岳760mNa2029;

大役内川420mNo.9417;

Thuidiumglaucinum(Mitt.)Bosch,etLac.

アオシノプゴヶ

愛宕神社120mNa9806;小安岳850mNq2053;

トクサ沢600mNo.5805;

ThuidiumkanedaeSak.アソシノプゴヶ

栗駒山1100mNo.277;椿川600mNal0127;

愛宕神社120mNo.9822;大滝沢460mNo5532;

下鉢山615mNo.5343;大滝沢400mNa5542;

トクサ沢480mNa5793;泥揚580mNal998;

秋の宮420mNo.9406;田代沼720mNo.7712;

湯の又560mNa9629;

Thuidiumsparsifolium(Mitt.)Jaeg.チャボシノプゴケ

子安岳840mNo2463;

ThuidiumtamariscinumB.S.G.オォシノブゴヶ

トクサ沢480mNo.5922;平松岳600mNo.5914;
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Plagiotheciaceaeサナダゴケ科

IsopterygiumpohliacorpumJaeg.アカイチイゴケ

トクサ沢680mNo.5842;愛宕神社120mNo,9807;

Hypnaceaeノ､イゴケ科

Callicladiumhaldanianum(Grev.)Crum.クサゴケ

糸倉風穴240mNo.9873;螺沼540mNo.4551;

小安岳760mNo.2030;

HypnumdieckiiRen.etCard.タマキチリメンゴケ

トクサ沢480mNo,5924i

Hypnumfujiyamae(Broth.)Par．フジハィゴヶ

愛宕神社120mNo､9824;下鉢山615mNa5341;

小安大湯370mNo.2507;トクサ沢480mNo.5921;

Hypnumoldhamii(Mitt.)Jaeg.etSauerb.ヒメハィゴヶ

愛宕神社120mNo.9819;トクサ沢660mNo.5876;

Hypnumplicatulum(Lindb.)Jaeg.etSauerb.

ミヤマチリメンゴケ

トクサ沢660mNa5821;

Hypnumsakurai(Sak.)Andoオォベニハイゴヶ

川原毛650mNo.1984;

Hypnumtristo-viride(Broth.)Par.イトハイゴケ

愛宕神社120mNo.9821;下鉢山855mNo.5332;

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

AmblystegiumserpensB.S.G.ヒメヤナギゴケ

トクサ沢560mNo.5823;

CampyliumchrysophyllumJ.Lange.コガネハイゴケ

トクサ沢480mNo.5796;糸倉風穴240mNo,9885;

Cratoneuronfilicinum(Hedw.)Spruceミズシダゴケ

大役内川420mNo.9477;

Drepanocladusfluitans(Hedw.)Warnst.ウカミカマゴケ

刈女木540mNo.234;栗駒山1060mNo.10148:

Drepanocladusunicinatus(Hedw.)Warnst.カギハイゴケ

糸倉風穴240mNo.9872;

PleroziumschreberiMitt.タチノ､イゴケ

トクサ沢580mNo.5822;栗駒山1580mNo.2588;
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高松岳1300mNo.2063;トクサ沢680mNo.5868;

泥湯650mNo,1989;

Ptiliumcrista-castrensis(Hedw.)DeNot.ダチョウゴケ

栗駒山1500mNo.255;栗駒山1600mNa2587;

Taxiphyllumtaxirameum(Mitt.)Fl.キャラハゴケ

湯沢城120mNo.9874;

椿川600mNo.10136;大役内川420mNQ9395

Calypogeiaceaeツキヌキゴケ科

CalypogeiaintegristipulaSteph.ミヤマホラゴケモドキ

川原毛650mNo,1990;

Calypogeiatosana(Steph.)Steph.トサホラゴケモドキ

栗駒山1200mNo,2569;

Calypogeiatrichomanis(L.)Cordaホラゴケモドキ

小安岳840mNo.2464;

CalypogeiatsukusiensisAmak.ツクシホラゴケモドキ

大滝沢400mNo.5547;
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Rhytidiaceaeフサゴケ科

Rhytidiumrugosum(Hedw.)Kindb.フトゴケ

トクサ沢480mNo.5797;

Rhytidiadelphusjaponicus(Reim.)Kop.コフサゴケ

栗駒山1400mNo.222;大役内川420mNo.9393;

RhytidiadelphussubpinnatusKop.フサゴケ

トクサ沢680mNo.5874;

RhytidiadelphustriquetrusWamst.オオフサゴケ

平松岳960mNo.5874;トクサ沢680mNo.5866;
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AnastrophyllummichauxiiBuch.アミバゴケ

平松岳950mNo.5895;

Gymnocoleainflata(Huds.)Dum.ヘリトリウロコゴケ

栗駒山1200mNo.273;泥炭地1060mNo.2546;

Jamesoniellaautumnalis(Card.)Steph.アキウロコゴケ

小安大湯370mNo.2504;

Hylocomiaceaeヒヨクゴケ科

Hylocomiumbrevirostre(Brid.)B.S.G.

var.cavifolium(Lac.)Nog.フトリュウビゴケ

下鉢山615mNa5337;栗駒山1100mNo,275;

トクサ沢680mNo.5871;

Hylocomiumpyrenaicum(Spruce)Lindb.

ミヤマリュウビゴケ

栗駒山1600mNo.248;

HylocomiumsplendensB.S.G.イワダレゴケ

トクサ沢680mNo.5872;下鉢山855mNo.5331;

栗駒山1580mNo.2590;
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Jungermanniaceaeツボミゴケ科

JungermanniaexsertifoliaSteph.ヒロハツボミゴケ

栗駒山1220mNo.2598;

Jungermanniainafusca(Mitt.)Steph.オオホウキゴケ

秋の宮湯の又520mNo.9643;

JungermanniathermarumSteph.チャツボミゴケ

栗駒山1280mNo.250;高松岳900mNo.9979;

川原毛680mNo.2069;泥炭地1060mNo.2543;

Nardiaassamica(Mitt.)Amakawaアヵウロコゴヶ

栗駒山1200mNo.291;

Nardiascalaris(Schrad.)S.Gray

subsp.harae(Amak.)Amak．ハラゥロコゴヶ

栗駒山1220mNo.2597;

Myliataylorii(Hook.)S.Grayカタウロコゴケ

栗駒山1560mNo.246;
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Blepharostomataceae

BlepharostomaminusHorik.

椿川600mNo.10132;

田代沼720mNo.7713;
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マツバウロコゴケ科

チャボマツバウロコゴケ

下鉢山600mNo.5351;
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Ptilidiaceaeテガタゴケ科

Ptilidiumpulcherrimum(Web.)Vainio,

栗駒山1550mNa689;

Marsupellaceaeミゾゴケ科

GymnomitrioncorallioidesNeesサンゴサキージロゴケ

栗駒山1620mNal0149;

Gymnomitrionconcinnatum(Lighytf.)Corda.

上メサキジロゴケ

山伏岳1280mNo.2067;

Marsupellaemarginata(Ehrh.)Dum.

subsp.tubulosa(Steph.)N.Kitag.タカネミゾゴケ

栗駒山l620mNQ686；

テガタゴケ
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Trichocoleaceaeムクムクゴケ科

Trichocoleatomentella(Ehrh.)Dum.ムクムクゴケ

糸倉風穴240mNa9880;トクサ沢660mNo.5884;

平松岳970mNa5783;

Trichocoleopsissacculata(Mitt.)Okam.
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湯沢・雄勝地域の蘇苔類相

湯の又560mNa9644;

PorellagrandilobaLindb.

大役内川420mNal0147;

PorellaverrucosaLindb.

湯の又560mNo.9623;

小安岳800mNal0150;

Scaparaaceaeヒシャクゴケ科

Diplophyllumalbicans(L.)Dumシロコイゴケ

大滝沢400mNa5546;トクサ沢660mNo.5889;

DiplophyllumandrewsiiEvans.マルバコオイゴケモドキ

糸倉風穴240mNa9882;

Diplophyllumtaxifolium(Wahl.)Dum.ホソバコオイゴケ

椿川600mNal0124;

ScapaniaampliataSteph.オオヒシャクゴケ

栗駒山1400mNo.293;平松岳950mNo,5897;

ScapaniabolanderiAust.キヒシャクゴケ

栗駒山1560mNo.297;

ScapaniaciliataLac.ウニバヒシャクゴケ

トクサ沢680mNo.5850;

ScapaniaparvidensSteph.コヒシャクゴケ

栗駒山1620mNa687;栗駒山1580mNo.2585;

オオクラマゴケモドキ

秋の宮420mNo,9382;

ニスビキカヤゴケ

須川湖1040mNo.2533;キ
キ
キ
キ
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Frullaniaceaeヤスデゴケ科

FrullaniamuscicolaSteph.

糸倉風穴240mNo.9886;

カラャスデゴケ
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Lejeuneaceaeクサリゴケ科

JubulajaponicaSteph.ヒメウルシゴヶ

湯の又560mNo.9647;トクサ沢600mNa5951;

大役内川420mNo.9399;

Nipponolejeuneasubalpina(Horik.)Hatt.

ケ
ケ
；
ケ

Lophocoleaceaeウロコゴケ科

Chiloscyphuspolyanthos(L.)Corda

刈女木540mNo.236;大滝沢

LophocoleaheterophyllaDum.

トクサ沢480mNo.5931;

LophocoleaminorNees,

愛宕神社120mNo.9804;

タカネシケリゴケ

栗駒山1450mNa688;フジウロコゴヶ

320mNo,5521:

トサカゴケ Blasiaceaeウスバゼニゴケ科

CaviculariadensaSteph.

湯の又520mNo.9639;

シャクシゴケ

ケ
ケ
ケ
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ヒメトサカゴケ

Dilaenaceaeミズゼニゴケ科

CalyculariacrisputaMitt.ミヤマミズゼニゴケ

湯の又520mNa9640;

Makinoacrispata(Steph.)Miyakeマキノゴケ

栗駒山1200mNo,2570;湯の又560mNo.9628;

PelliaendiviaefoliaDum.ホソバミズゼニゴケ

栗駒山1200mNo.287;唐松沢630mNo.5334;

MoerckiaerimonaHatt.エゾャノ、ズゴヶ

栗駒山1200mNo.261;

Plagiochilaceaeハネゴケ科

Plagiochilaacan廿lophyllaGott.subsp.japonicaInoue

コハネゴケ

トクサ沢660mNo.5888;

Cephaloziaceaeヤバネゴケ科・

CephaloziaoyaruensisSteph.オタルヤバネゴケ

栗駒山1280mNo.2584;

Odontoschismadenudatum(Nees)Dum.クチキゴケ

小安大湯370mNo.2503;

ケ

･ケ 6．

Aneuraceaeスジゴケ科

Riccardiasinuata(Dicks.)Trev.

湯の又520mNo.9636;

ナミガタスジゴケ呼
出
均
画
画

Radulaceaeケビラゴケ科

RadulajaponicaGott.

糸倉風穴240mNa9881;湯の又

トクサ沢660mNo,5890;

ヤマトケビラゴケ

560mNQ9648；，ケ 稔

Metzgenaceaeフタマタゴケ科

ApometzgeriapubescensKuwah.ケフタマタゴケ

トクサ沢600mNo.5808;

MetzgeriaconjugataLindb.subsp.japonica(Hatt.)

subsp.japonica(Hatt.)Kuwah.ヤマトフタマタゴケ

下鉢山600mNo.5345;湯の又560mNo.9646;

MetzgeriaconsanguineaSchiffn.コモチフタマタゴケ

大役内川420mNo.10146;
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､ケ Porellaceaeクラマゴケモドキ科

Macvicariaulophylla(Steph.)Hatt.チヂミカヤゴケ

湯の又500mNo.9616;

Porellafauriei(Steph.)Hatt.ケクラマゴケモドキ

秋の宮420mNo.9384;田代沼720mNo.7700;
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Marchantiaceaeゼニゴヶ科

Dumortierahirsta(Sw.)Nees.ケゼニゴヶ

椿川600mNo,10130;大役内川420mNo.9473;

MarchantiapaleaceaBertol.var.diptera(Mont.)Hatt.

フタバネゼニゴケ

椿川600mNal0129;

Conocephalaceaeジャゴケ科

Conocephalumconicum(L.)Lindb.ジャゴヶ

椿川600mNo.10118;泥湯580mNo.1995i

大役内川420mNo.9402;湯沢下岱430mNo.2467;

湯の又520mNa9638;トクサ沢570mNo.5801;

Conocephalumsupradecompositum(Lindb.)Steph.

ヒメジャゴケ

湯の又520mNo.9641;湯沢下岱430mNo.2466;
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■Summary

TheMossfloraoftheOgatiarea,thesoutheastarnofAkitaPref.inJapan,wasinvestigated,from1973to1989,and

listedup123speciesofMusciand54speciesofHepaticae.

Inthisarea,therearethevariousplantcommunities;thesubalpineforestsincludingPinus.pumilashrubandsnow

bedcommunity,thelitho-phyticbryophytaontheridge;thefagusforests;theKokenumahighmoorwhichis

constructedfromSphagnumpapillosumandothers;thepeatbogneartheSukawalake;theItokurawind－hole;the

solfataraplantcommunity.

Inthusresult,veryraremossinAkitaPref.wererecognizedsuchasOligotrichumhereynicum,Barbulaindica,

Myurellatennerima,Drepanocladusunicinatus,Gymnomitrionconcinnatum,Scapaniaciliata,Macvicariaulophylla,

Apometzgeriapubescens.
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